
 

学校法人野澤学園・理事長 

HM Group・代表 野澤貴春 
1971 年 1 月 市内廻田町に生まれる 

1983 年 東村山市立回田小学校卒業 （水泳・野草クラブ） 

1986 年 東村山第四中学校卒業 （水泳・帰宅部＆釣り師） 

1989 年 明星高校卒業 （自転車競技） 

1989 年 世界選手権日本代表 

1993 年 中央大学・法学部卒業 （実業団へ） 

1997 年 学校法人野澤学園勤務 （事務長・バス・用務）びっくり業界 

2008 年 園長就任 （制度・組み立て） 

2024 年 理事長就任 （ソフト改革？） 

 

法律・政治を学ぶ傍らスポーツ活動にも力を入れ、日本代表にてモスクワへ。 

大学卒業後は、コンピュータ、医薬、金融など様々な接点のもと実業団にて選手活動や広報・開発などに

かかわる。国民体育大会や全国大会にて優勝ほか入賞多数、東京都スポーツ優秀選手賞等、多々受賞。 

中学校教諭・高等学校教諭免許、大型自動車運転免許、Microsoft Office Specialist 等取得。 

平成 28 年多摩ブルーグリーン賞（経営部門）奨励賞受賞。 

 

●全国認定こども園協会／本部経営委員・関東支部役員・東京都支部副会長 

●東京都認定こども園協会副会長 ●東京都私立幼稚園連合会政策委員 

●次世代幼保実践政策研究会会長 ●社会福祉法人芳美会理事 

■元東村山市こども子育て会議委員 ◆セミナー講師・コンサルティング。 

■元東村山市公立保育所民間移管ガイドライン検討委員 ■元東村山市小学校評議員 

■東村山市防火管理研究会 副会長 ■元東村山市消防団第 5 分団／部長・本団正旗手 

●中央大学法学部学員会 ●中央大学学員体育会 ●星和会(明星学苑同窓生ネット) 

◆元自転車競技日本代表 ◆国民体育大会他全国大会入賞多 

◆東京都スポーツ優秀選手賞複数回受賞 ◆東村山市スポーツ功労賞受賞 

◆多摩ブルーグリーン賞経営部門奨励賞受賞  



「東村山市」・・・ 「23 区外」「埼玉県に隣接」 

 

「就職当時の幼稚園」リスクとチャンス・土地集約 



「風景」市の西のはずれ・アクセス 

    
 

    

「東に 1 時間弱で都内」「西に 1 時間弱で山々や渓谷」「ベッドタウン」「中心部のみ繁華街」 



「現況」 

「進む少子化」「2026 年＝丙午」 



「当時描いていたこと」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方都市の方がまだ充実。 

市の中心に生活インフラは集まる反面、周辺は撤退ばかり。 

子どもが、ご家族が、地域の皆様が集う場所であるならば・・・ 
  



「事業年表」 

年度 学校法人事業 人事   外郭事業 . 

1974 年度 東村山むさしの幼稚園設立。  初代幼稚園長・野口好古 

1986 年度   第 2 代幼稚園長・野澤秀夫 

1997 年度 学校法人野澤学園設立認可 初代理事長・野澤秀夫 

  事務長・野澤貴春（就職） 

2008 年度   第 3 代幼稚園長・野澤貴春 

2010 年度 幼稚園型認定こども園認定取得 

2013 年度 東村山むさしの保育園設立   初代保育園長・西本美代子 

 幼稚園型認定こども園認定取消 

幼保連携型認定こども園認定取得 

2015 年度 幼保連携型認定こども園認定取消    株式会社 M-LABORATORY 設立 

幼稚園型認定こども園認定取得 

保育所型認定こども園認定取得 

2018 年度 東村山むさしのＳＴＡＦＦ保育園設立 

2019 年度 幼稚園建替および多目的ホール新設事業計画開始 

2020 年度   第 4 代幼稚園長・曽我部多美 

    第２代保育園長・中曽根真紀 

2021 年度 多目的ホール竣工    株式会社 M-SERVICE 設立 

2022 年度 西棟竣工 

2023 年度 北棟竣工 

2023 年度 幼稚園創立 50 周年・保育園創立 10 周年 

2024 年度  第 2 代理事長・野澤貴春 株式会社 M-STORE 設立 

   第５代幼稚園長・東村薫 

2025 年度     特定非営利活動法人むさしの地球村設立予定 

 

 

物足りなさを感じ、自前で。（副業による能力発揮・コスパ狙い・雇用対策） 

講演・コンサル・不動産管理 

給食委託・物販・建築関連 

給食委託事業・建築関連 

店舗運営・物販・製造販売 

環境を活かした活動法人 



「ハード完成形」インフレ対応 

「ターゲットの拡大（すり替え？）」「魅力の増大」「拠点集約による効率化」「滑り込みセーフ」 



「ビジョン」 

 
「どうして幼稚園にお店があるの？」「全体的なイメージづくり」 



「グループ」機能集約と相互効果 

 

 
「窓口が多彩」  



「俯瞰・仕組み」共催・協働 

 
 



「SNS」周辺コンテンツ 

 

       



    

    

    

    



 

 

「楽しそうですか？」「行ってみたくなりません？」 



「学法 Facebook」 

 

  

「知名度の拡大」「分母の拡大」 



「過去と現状」そして今後は？ 

 
「トータルでは高い水準を維持」「ボリュームメリット」  



園を知る多様な入口 
こんなものもあるの？ 日々を豊かに支える多様な仕組み 

そんな活用もできるの？ 

近隣にもないし。 

助かるわ！ 

おもしろそう！ 

活気がある！ 

豊かね！ 
  

子育て支援事業

各種習い事

地域に開かれた教育保育活動

幼稚園型・保育所型
企業主導型

認定こども園

各種イベント 

ヤギとの集い 

カフェ 

レストラン 

レンタルキッチン 

土日を含めたホール

や施設の民間活用 

自然体験 

野外活動 

食フェス 

農業 

老若男女街の人すべて 

小中高生 

乳幼児子育て世代 



「まとめ」 

【事業を手伝わないか？】・・・以降の思考 

⚫ バブル崩壊。少子化。下り坂ニッポン。 .................................................. 上手な小規模化？学法なのに幼稚園だけ？ 

⚫ 東村山市の西のはずれ。住宅地。飲食店も店も衰退。 ................................................ 何もないからこそチャンス。 

➢ ちょっと待てよ？学法おもしろそう。何でもできる。 

⚫ 小規模化していく幼稚園。半面、余裕スペースが生まれる。 ................................................... これは自然な流れ。 
➢ 地域にないものの創設。連携。サービス拡大。 

➢ 合理化・効率化・相互効果を生み出せる。 ............................................... 多様化は隙間や重なりが増す。 
 

 

【失敗したこと？協力者は？人脈は？】 

⚫ ５やってみて一つでも当たれば成功。 

⚫ なんでそんなことやってるの？ 

⚫ 面白そう、可能性がありそう…と。 
 

 

【抑えてきたポイント】 

①絶対条件 上手にたたむ？ ↔ 園を潰さない 
子ども達の健やかな育ちを願い、素晴らしい教育への想いを貫いて来た私立幼稚園の過去。 

⚫ 子ども達の日々、思い出の場、夢や希望を抱き就いてくれた保育教諭の未来、そして、やりがいを発揮できる場を守り続ける視野や経営とは？ 

⚫ 「幼稚園はなくなる」「保育所が幼児教育を担う時代が来る」夢や希望を広げていける園を育て、維持し続けられるか？それを具現化していけるか？ 

 

②視野 あくまで拡大ではなく、地域の状況を鑑みた上での機能集約が狙い。 
⚫ 失われていくもの（こと）、他では満たされないもの（こと）、他にはないもの（こと）、しかも、本当に欲しいものは、顧客は知らない。 

⚫ 日常の、想像の外にある（業務も一緒）。顧客の意見に応じるのではなく、共に悩み（参画）、その上での想像を超えた創作が必須。 

⚫ こどもがまんなか？子どもを含めたすべての人たちの高い資質や繋がりに包まれた健全な街があってこそ、人の育ちは支えられる。 

⚫ すべての関係者が社会課題に目を向け、相互効果を発揮しつつ、上記視野を実現する。 

⚫ 「建学の精神」→それ以前に「地域社会課題への貢献」・・・野澤家 

 

③自分なりのコツ 夢や希望を抱き、楽しんで、やる（理由を見出す）。そして、巻き込む。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆◆◆ ご清聴ありがとうございました ◆◆◆ 


